伊豆の 伊東に ヒロ ポン屋 という ものが 存在して いる。 

旅館の 番頭に さそわれて ャキ トリ 屋へ 一 パイの みに 

行って、 元 ダン サ ー という 女中 を 相手に のんで いると、 

まッ 黒い フロ シキ 包み (一尺 四方ぐ らい) を 背負って 

はいって きた 二十 五六の 青年が ある。 女中が ついと 

立って 何 か 話して いたが、 二人で トン トン 二階へ あ 

がって いった。 

三分ぐ らいで 降りて 戻って きたが、 男が 立ち去る と、 

「あの人、 ヒロ ポン 売る 人よ。 一 箱 百 円よ。 原価 六十 

何 円か だから、 そんなに 高くない でしよ」 

という。 東京で は、 百 二十 円から、 百 四十 円 だそう 



織 田 は ヒロ ポン の 注射 をう つ と、 ビタミン B をう ち、 

救 心 をのんで いた。 今でも この 風俗 は 同じ ことで、 ヒ 

ロポン • ビタミン • 救 心。 妙な 信仰 だ。 しかし、 今の 

中毒 患者 は ヒロ ポン 代で 精一 パイ だから、 信仰 は 残つ 

ている が、 めったに 実行 はされ ない。 

「ビタミン B うって 救 心の むと、 ほんと は 中毒し ない 

ん だけど」 

など、、 中毒の 原因が そッ ちの 方へ 転嫁され ている 

有様で ある。 救 心と いう 薬 は 味 も 効能 も 仁 丹ぐ らいに 

しか 思われて ない が、 ベ ラボ— に 高価な ところが 信仰 

される のか も 知れない。 しかし 織 田が 得々 とうって い 



又、 服用の 量 も、 累進 するとい うこと はない。 これ 

は 多分に 気のせい があって、 昨日よりも 余計の まない 

と 利かない ような 気がする だけ だ。 

ただ、 実際、 利かない 場合が 一度 だけ ある。 それ は 

三 四日 服用 を 中止した のち、 改めて 服用し はじめた 第 

一 日 目で、 この 時 だけ は、 なかなか 利かない。 つまり 

蓄積が きれてい るせ いだろう。 したがって、 その 反対 

に、 蓄積 すれば 小量 のんで 利く T J とが 成り立 つ わけで、 

事実 その 通りな ので ある。 だから、 第一 日 目 だけ、 当 

人 の 定量より 多 い 目に のむ 必要が あるが、 翌日 はもう 

定量で よく、 三日 目、 四日 目 は 定量 以下へ 減らしても 



(疲労が 激しくな つて アル コ —ルだ けで は 眠れな く 

なった) 仕方がな いので、 ウイ スキ ー とァ ドルム をの 

ん でる うちに 中毒した。 この ァ ドルム は、 ヒロ ボンの 

注射と 同じように、 のむ とすぐ 利く、 しかし、 すぐ、 

さめる。 一 二 時間で さめる。 そこで 一夜に 何回もの む 

ようになって、 中毒す るよう になる ので ある。 

しかし、 中毒す る ほど、 のんで みると、 この 薬の 作 

用が、 人 を 中毒に さそうよ うな 要素 を 含んで いる こと 

が 分って くる。 

田中英 光はム チヤ クチャで、 催眠剤 を、 はじめから、 

ねむる ためで はなく、 酒の 酔い を 早く 利かせる ために 



たので ある。 これ は みんな、 私の 部屋から 追ッ 払われ 

て、 自分の 部屋へ ひきあげてから、 寝酒に のんだ の だ。 

眠って いる 時間の ほか は 完全に 酒 をのみ つ、 V けて おり、 

私のと ころへ 来た 時ば かりで はなく、 概ね 彼の 日常が 

そうであった らしい。 

一 日に 三 四 本の ウイ スキ— を 楽々 カラに して、 ほか 

にビ— ルも 日本酒 ものむ 胃袋で あるから、 彼が いくら 

稼いでも、 飲み代に は 足りなかった ろう。 いかにして 

早く 酔う かとい うこと が、 彼の 一大事で あつたの は 当 

然だ。 そこで 催眠薬 を 酒の 肴に ポリ ポリ かじる と いう 

手 を 思いつい たの は アツ パレで あるが、 これ は、 どう 



る。 

とにかく、 精神病 (中毒 もそう だろう) という もの 

は、 親しい 友 だち に 頼む に 限る。 私 は 幸い、 女房が 石 

川 淳と檀 一雄 を よんで 急場 をし のいで もらって、 その 

後 も 適当の 方策 をめ ぐらして くれたので、 伊東へ きて、 

大 決意 をす る ことができた。 

私の 中毒に くらべる と、 身体が いいせ いもあって 田 

中英光 は、 決して、 それほど、 ひどい 衰弱 をして はい 

ない。 彼 は 一人で、 旅行 もし、 死ぬ 日まで 東京せ まし 

ととび 歩き、 のみ 廻って いた ほど だ。 

私と きて は、 歩行 まったく 困難、 最後に は 喋る こと 



もで き なくなった。 

田中英 光の ように、 秋風の 身に しむ 季節に、 東北の 

鳴子 温泉な ど、 いうと ころへ、 八ッ ぐらいの 子供 をつ 

れて、 一人 シ ヨン ボリ 中毒 を 治し、 原稿 を 書くべく 苦 

心 悪 闘して いたので は、 病気 は 益々 悪化し、 死にた く 

なる の は 当り まえ だ。 孤独に させて おけば、 たいがい 

の 中毒 病 者 は 自殺して しまう にき ま つてい る。 

しかし 私の ように、 意志に よ つ て 中毒 をネジ ふせて 

退治 するとい うの は、 悪 どく、 俗悪 きわまる 成金 趣味 

のよう な もので、 素直に 負けて 死んで しまった 太宰ゃ 

田 中 は、 弱く、 愛すべき 人間と いうべき かも 知れない _ 



こねても、 根 をた、 V せば 同じ ことで、 意志 力 を 失った 

人間の 敗北の 姿で ある ことに は 変り はない。 

教祖 は みんな インチキ かとい うに、 そうで もな く、 

自分の 借金の 言い訳 はむ つかしい が、 人の 借金の 言い 

訳 はやり 易い と 同じような 意味に 於て、 教祖の 存在 理 

由と いう もの はハ ッ キリして いるので ある。 

教祖と 信徒の 関係 は 持ちつ持たれつの 関係で、 その 

限りに 於て、 両者の 関係 自体に インチキな ところ はな 

い。 た、 V 意志 力 を 喪失した 場合の みの 現象で、 中毒と 

同じ 精神病で あると ころに 欠点が ある だけ だ。 

麻薬 や 中毒 は 破滅と か 自殺に 至 つ て 終止符 をう たれ 
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